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十
一
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間

S
t
j
回
心
～
工
船
工
、
’
‘
く
こ
臓
、
。
1
貿
流
汗
は
圖
繋
幽
一
・
聊
一

｝

〔
と
泌
を

U
心
｀
皿
祠
磁

葱
圈
将
来

わが国の高齢化は、今や世界一です。

　

人生八十年。幸せは、お金で買えませんが、

　　　

将来の経済的な保障は必要なことです。

　　　　

その安心の基盤となるのが国民年金です。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も

　
　
　
　
　

国
民
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
、
日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
の
人
で
す
。
加
入
者
を
、
被
保

険
者
と
い
い
、
そ
の
掛
け
金
を
保

険
料
と
い
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
に
は
、
次
の
三
種
類

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

…
第
－
号
被
保
険
者

　

一
般
的
に
国
民
年
金
加
人
者
と

よ
ば
れ
、
市
町
村
（
過
年
度
分
は

社
会
保
険
事
務
所
）
へ
保
険
料
を

払
い
込
む
人
。

　

自
営
業
者
や
、
農
林
漁
業
者
、

二
十
歳
以
上
の
学
生
、
扶
養
家
族

に
な
れ
な
い
配
隅
者
。

…
第
二
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
の
被
保
険
者
、
各
種

共
済
組
合
の
被
保
険
者
本
人
で
、

い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。

…
第
三
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
第
二

号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
、
二
十
歳
以
土
六
十
歳
未
満
の

配
偶
者
。

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
年
金

2
老
齢
基
礎
年
金

　

保
険
料
納
付
期
間
が
二
十
五
年

以
上
あ
る
人
は
、
原
則
と
し
て
六

十
五
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。
六

十
～
六
十
四
歳
ま
で
の
繰
り
土
げ

受
給
、
六
十
六
歳
以
降
の
繰
り
下

げ
受
給
も
可
能
で
す
。

2
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
、
あ
る
い
は

二
十
歳
前
に
病
気
や
け
が
で
国
民

年
金
法
に
定
め
ら
れ
た
一
級
ま
た

は
二
級
の
障
害
状
態
に
な
り
、
一

定
の
納
付
要
件
に
該
当
し
て
い
る

場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

2
遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
人
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

十
八
歳
未
満
の
子
供
、
も
し
く
は

二
十
歳
未
満
の
一
級
二
級
の
障
害

を
持
つ
子
供
や
、
そ
れ
ら
の
子
供

の
い
る
妻
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

2
寡
婦
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
を
ま
だ
受
け
て

い
な
い
夫
が
死
亡
し
た
場
合
、
妻

が
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
受

け
ら
れ
ま
す
。
（
条
件
あ
り
）

2
死
亡
一
時
金

　

三
年
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い

る
人
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
遺

族
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
納
付
期
間

に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。



加
入
・
納
付
で
受
給
権
確
保

　

当
市
の
国
民
年
金
は
、
平
成
五

年
度
末
現
在
で
、
七
千
百
二
人
が

三
十
四
億
三
千
六
百
九
十
万
円
の

年
金
を
受
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
の
納
付
は
四
千
九
百
七
十

人
で
、
六
億
九
百
四
十
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
制
度
は
、
現
在
の
保
険
料

で
今
の
受
給
者
を
支
え
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
が
切
れ
て
も
加
入
の
届
出

を
せ
ず
、
納
付
を
し
な
い
人
が
い

ま
す
。
き
ち
ん
と
加
入
し
納
付
し

て
い
る
人
か
ら
す
れ
ば
、
不
公
平

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

年
金
の
未
加
入
や
未
納
付
は
、

将
来
の
年
金
受
給
権
だ
け
で
な

く
、
障
害
年
金
な
ど
の
受
給
権
も

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
未
加
入
者
を
解
消
す

る
た
め
、
調
査
の
上
強
制
的
に
加

入
し
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
届
出
制

　

国
民
年
金
は
、
各
被
保
険
者
が

す
べ
て
届
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
加
入
脱
退
な
ど
は
、
住

所
の
あ
る
市
町
村
役
場
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
就
職
や
退
職
、

転
職
、
被
扶
養
者
の
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
勤
務
先
が
手
続
き

を
し
て
く
れ
る
と
、
誤
解
し
て
い

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
二
部
の

共
済
組
合
を
除
く
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

　

届
出
は
だ
い
じ
よ
う
ぶ

　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
加
入
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
届
出

を
す
る
こ
と
に
よ
り
第
三
号
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
納
付
が
不

要
と
な
り
ま
す
。

　

妻
が
夫
を
扶
養
し
て
い
る
場
合

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
会
社
で
扶

養
認
定
が
済
ん
だ
ら
そ
れ
で
終
わ

り
で
は
な
く
、
住
所
の
あ
る
市
町

村
役
場
へ
届
出
が
必
要
で
す
。
二

部
の
共
済
組
合
を
除
く
）

　

ま
た
、
夫
が
会
社
を
変
わ
っ
た

り
、
離
職
し
た
り
、
六
十
五
歳
に

な
っ
て
厚
生
年
金
が
切
れ
た
場
合

で
も
、
そ
の
都
度
、
届
出
が
必
要

で
す
。

　

配
偶
者
の
離
職
、
転
職
の
時
点

で
第
三
号
の
資
格
も
な
く
な
り
、

新
た
な
届
出
を
し
な
い
限
り
、
そ

れ
以
後
は
保
険
料
未
納
と
な
り
ま

す
。
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
脱

退
と
再
加
入
の
日
付
が
同
日
の
場

合
や
、
組
織
の
変
更
な
ど
で
同
じ

会
社
で
あ
っ
て
も
厚
生
年
金
が
一

時
と
ぎ
れ
る
と
、
や
は
り
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
の
時
効
は
二
年
間

で
、
そ
の
間
に
届
出
を
す
れ
ば
、

間
に
合
い
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か

　
　
　
　

免
除
制
度

　

病
気
や
失
業
、
学
生
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人

の
た
め
に
、
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
免
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
、

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未

満
で
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
、
国

民
年
金
の
二
級
以
上
の
障
害
年
金

の
受
給
者
も
、
保
険
料
が
免
除
と

な
り
ま
す
が
届
出
が
必
要
で
す
。

便
利
で
確
実
な

　
　
　
　

口
座
振
替
で

　

今
年
の
四
月
か
ら
口
座
振
替
制

度
が
導
入
さ
れ
、
国
民
年
金
保
険

料
は
口
座
振
替
で
納
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
指

定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
、
納
付
の
た
め
に
そ
の
都

度
出
向
く
必
要
も
な
く
、
納
め
忘

れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

郵
便
局
を
含
む
市
内
の
各
金
融

機
関
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問合せ先

市民課年金係豊66－1111内線455

松
井
輝
治
さ
ん

　
　

（
阿
難
祖
地
頭
方
）

老後の安心を次の世代に

　

私の親の世代では、お寺参りにも

子供からおさい銭をもらわなくては

ならなかったことを思うと、誠に幸

福なことです。

　

私たちが納めた年金は、先輩の年

金として使われ、現在私たちが頂く

年金は、現役世代が保険料を負担し

支えていると聞いています。

　

年金制度は、まさに「世代と世代

の支え合い」なくてはならない制度

と痛感し、感謝しています。

大
道
和
英
さ
ん

　
　
　
　

（
西
山
）

義務をはたそう

　

普段は、あまり年金のことを気に

していませんでしたが、同年令の学

生が、オートバイ事故で障害になっ

た時、国民年金に加入していて障害

年金を受けられたという話を聞い

て、年金は老後のためだけではない

のだと年金の大切さを痛感しました。

　

保険料が高いと思うときもありま

すし、テレビなどで制度の問題など

を聞きますが、まずは、加入して義

務を果たすことが大事だと思います、
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。

　難の給与

　

市職員などの給与は、地方自治法および地

方公務員法の規定に基づき、市の条例で定め

られています。平成五年度に支給された市長

など市三役・市議会議貝・市職貝の給料や手

当などが、どうなっているかを公表します。

みなさんの目でお確かめください。

●人件費の状況
（平成5年度普通会計予算）

人口（H6．3．31） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B／A） 平成4年度人件費率

41，436人 142億4．750万円 29億937万円 20．4％ 19．0％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含む。

●一般職の職員給与費の内訳

　　　

（平成6年度普通会計予算）

※職員手当には、退職手当は含まれていません。

　

主な手当としては、特殊勤務手当、通勤手当、

　

時間外勤務手当などがあります。

※期末勤勉手当とは、民間の夏期・冬期に支給さ

　

れるボーナスに相当するものです。

●特別職の報酬等の状況

　　　　　　　　

（平成6．4．I現在）

区分 給料月額

市長 87万円

助役 72万円

収入役 63万円

区分 報酬月額

議長 41万円

副議長 35万5千円

議員 33万5千円

期末手当（5年度支給割合）

　　6月期1．6ヵ月分

）12月期2．0ヵ月分　　

3月期0．5ヵ月分　　

計4．1ヵ月分



●－般行政職職員の経験年数別●学歴別

　

平均給料月額序46年りli日Jlt）

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務

　

している場合の勤務年数をいいます。

●一般行政職の級別職員数呼成6．4．・l，t）

職員数

233人

●特殊勤務手当の状況（平成5年度）

職員全体に占める手当支給職員の割合 35．5％

支給対象職員一人当たりの平均支給年額 7万7，382円

手当の種類 20種類

※多くの職員に支給されている主な手当

　

①自動車運転業務手当②保育業務手当③清掃業務手当

　

④税務事務手当⑤公民館業務手当

●時間外勤務手当の状況（平成5年度）

）給総額 6，692万9，000円勺

し職員一人当たりの平均支給年額 20万7’000円ノ

●職員の平均給料月額と平均年齢

　

（平成6年4月1日現在）

国

平均年齢

　　

38歳7ヵ月

　　

47歳8ヵ月

平均給料月額

　　

29万1，258円

　　

26万8，502円

大
野
市

平均年齢

　　

39歳10ヵ月

　　

44歳1ヵ月

平均給料月額

　　

30万1，317円

　　

26万3，216円

※上段の数字は一般行政職、下段は技能労務職

　

を示します。

●職員手当の状況（5年度の・給14）

（1）期末●勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当 計

6月期

12月期

3月期

1．6ヵ月

2．0ヵ月

0．5ヵ月

0．6ヵ月

0．6ヵ月　

－

2．2ヵ月

2．6ヵ月

0．5ヵ月

計 4．1ヵ月 1．2ヵ月 5．3ヵ月

※職制上の段階、職務の級による加算措置が
あります。

（2）退職手当

区分
支給率

自己都合 勧奨・定年

最高支給限度額 60．0ヵ月 62．7ヵ月

勤続20年 21．0ヵ月 28．875ヵ月

勤続25年 33．75ヵ月 44．55ヵ月

勤続35年 47．5ヵ月 62．7ヵ月

一人当たり平均支給額 2，455万6，000円

※1人当たり平均支給額は、5年度に退職した

　

全職種の職員に支給された平均額です。



カメラ
スケッチ

市制四十周年記念事業

市民を魅了した 大相撲大野場所

　

市
制
四
十
周
年
記
念
事
業
・
大
相
撲
大
野
場
所
が
十
月

十
一
日
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
早
朝

か
ら
大
勢
の
市
民
が
会
場
に
詰
め
か
け
、
若
手
力
士
た
ち

の
真
剣
な
け
い
こ
ぶ
り
に
感
動
し
た
り
、
迫
力
あ
ふ
れ
る

幕
内
力
士
の
取
り
組
み
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
当
市

出
身
の
序
二
段
山
腰
さ
ん
に
は
、
人
気
力
士
に
負
け
な
い

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

激
し
く
ぶ
つ
か
り
あ
う
力
士

生
の
迫
力
に
魅
了
さ
れ
る
観
客

市
民
の
人
気
の
的
は
こ
の
力
士
た
ち

堂
々
の
横
綱
の
土
俵
入
り

大
好
評
の
相
撲
甚
句



イ
ト
ヨ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
ま
る

　

大
野
青
年
会
議
所
（
南

部
隆
保
理
事
長
）
は
、
き

れ
い
な
水
の
シ
ン
ボ
ル
●

イ
ト
ヨ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
最
優
秀
作
品
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
四
百
七

ト
三
点
の
応
募
が
あ
り
、

①
見
て
て
楽
し
く
な
る
も

の
②
新
鮮
な
も
の
③
年
齢

に
関
係
な
く
受
け
入
れ
ら

れ
る
も
の
を
基
準
に
審
査

が
行
わ
れ
、
佐
賀
県
佐
賀

市
在
住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
永

吉
繁
信
さ
ん
の
作
品
が
、

最
優
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

永
吉
さ
ん
の
作
品
は
、

イ
ト
ヨ
の
特
徴
を
う
ま
く
と
ら
え
、

足
を
付
け
、
未
来
に
走
っ
て
い
く

姿
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
あ
り
ま
す
。

　

同
会
議
所
で
は
「
イ
ト
ヨ
の
里

越
前
大
野
」
な
ど
の
文
字
を
入
れ

た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ゴ
ム
印
を
作
り
。

大
野
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
活
川

し
ま
す
。

　

当
市
の
イ
ト
ヨ
は
全
国
で
も
珍

し
い
陸
封
や
で
、
生
息
地
の
本
願

清
水
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
大
野
青
年
会
議
所

　
　

（
酋
6
6
・
1
2
3
3
）
ま
で

『
亀
山
公
園
案
内
図
』

　

朗
大
野
市
観
光
協
会
、
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
は
、

越
前
大
野
城
跡
亀
山
公
園
案
内

図
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

B
4
判
サ
イ
ズ
で
、
表
に
は

亀
山
公
園
の
施
設
一
覧
の
地
図
、

裏
に
は
公
園
に
咲
く
花
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

郷
土
歴
史
館
、
越
前
大
野
城

な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

公
園
散
策
用
の
マ
ッ
プ
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

エキサイト広場総合体育施設

みんなの大切な財産です
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マナ÷を守らて／く＼しださ｜い
ご

主キサイティジグ

スポーツ

情｝報

訥aS

　

年
々
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
を
利

川
す
る
人
の
マ
ナ
ー
が
悪
く
な
っ

て
い
ま
す
。
施
設
の
入
り
‐
な
ど

に
は
、
使
用
上
の
注
意
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
必
ず
確
認
し
、
次

の
事
項
を
守
っ
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

①
利
用
す
る
人
は
、
必
ず
受
付
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
の
見
学

　

は
お
断
り
し
ま
す
。

②
必
ず
内
履
き
を
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
、
外
履
き
で
の
入
場
は
固

　

く
お
断
り
し
ま
す
。

③
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
、
中

　

学
生
以
ド
や
子
供
連
れ
で
の
入

　

室
は
で
き
ま
せ
ん
、

④
喫
煙
・
飲
食
は
定
め
ら
れ
た
場

　

所
で
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
講

　

師
控
室
で
は
厳
禁
で
す
か
ら
、

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑤
f
約
後
、
都
合
で
利
用
さ
れ
な

　

い
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
大
野
青
年
の
家
所
長
杯

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
1
9
一
月
H
‐
面
午
前
1
0
時

　

～
午
後
4
時

会
場
大
野
h
‐
年
の
家
休
育
館

参
加
料
無
料

試
合
方
法
団
休
戦
（
6
人
で
I

　

チ
ー
ム
、
1
試
合
ダ
ブ
ル
ス
3

　

ゲ
ー
ム
）
・
個
人
戦
（
男
女
別

　

ダ
ブ
ル
ス
）

締
切
1
2
月
2
‐
②

申
込
・
問
合
せ
先
県
立
大
野
E
‐

　

年
の
家
（
大
野
市
中
野
5
7
－
6

　

豊
6
5
・
7
1
0
3
）
ま
で

●
奥
越
駅
伝
大
会

日
時
1
－
H
月
1
3
日
口
出
走
＝
午

　

前
1
1
1
1
時

コ
ー
ス
ー
・
2
部
＝
3
6
・
2
キ

　

ロ
（
ふ
れ
あ
い
公
閲
～
蕨
生
・

　

7
区
間
）
3
～
6
部
＝
1
4
キ

　

ロ
（
ふ
れ
あ
い
公
園
～
阿
難
祖
・

　

5
区
間
）

問
合
せ
先
市
教
育
委
員
会
体
育

　

課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
5

　

3
1
）
ま
で

一
郡
市
対
抗
駅
伝
大
会

日
時
開
会
式
＝
1
1
‥
一
月
2
6
‐
①
午

　

後
5
時
3
0
分
出
走
＝
2
7
日
面

　

午
前
1
0
時

コ
ー
ス
ふ
れ
あ
い
公
園
ス
タ
ー

　

ト
ー
ゴ
ー
ル
1
－
H
区
間
6
0
●
3

　

キ
ロ

主
催
県
教
育
委
貝
会
ほ
か
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啓七拶

ガンの予防は検診から

慢
性
の
肝
臓
病
か
ら
ガ
ン
ガ

こ
ま
め
な
検
診
で
早
期
発
見
を

　

自
覚
症
状
の
現
れ
に
く
い
肝
臓
ガ
ン
は
、
慢
性
の
肝
臓

病
か
ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
ま
め
な
検
診
が
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
最
近
は
診
断
法
も
進
歩
し
、
痛

み
や
副
作
用
も
な
く
初
期
ガ
ン
の
発
見
が
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
の
命
を
守
る
た
め
、
面
倒
が
ら
す
に
検

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

読
者
の
み
な
さ
ん
の
中
に
、
友

人
や
知
人
が
ガ
ン
で
亡
く
な
ら
れ

る
と
い
う
訃
報
に
接
す
る
機
会
が

あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
、
み
な
さ

ん
が
ガ
ン
に
よ
っ
て
大
切
な
命
を

落
と
さ
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら

で
す
。

　

医
師
と
し
て
の
仕
事
が
ら
多
く

の
ガ
ン
患
者
と
接
す
る
と
き
「
よ

か
っ
た
早
期
の
ガ
ン
だ
。
手
術
す

れ
ば
助
か
る
」
「
手
遅
れ
だ
。
も

っ
と
早
く
診
察
を
受
け
て
お
れ
ば

よ
か
っ
た
の
に
な
」
と
い
う
こ
つ

の
思
い
の
い
ず
れ
か
が
脳
裏
に
浮

か
び
ま
す
。
特
に
後
者
の
場
合
に

早
期
発
見
、
手
術
（
現
在
、
ガ
ン

の
最
も
確
実
な
治
療
法
は
切
除
で

す
）
の
重
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

診
断
法
は

　
　
　

進
歩
し
て
い
ま
す

　

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
か
ら
は
最
近
増
加
し
つ
つ
あ

る
肝
臓
ガ
ン
に
つ
い
て
お
話
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
に
い
う
肝
臓
ガ
ン
と
は
肝

臓
に
発
生
す
る
ガ
ン
、
す
な
わ
ち

肝
細
胞
ガ
ン
の
こ
と
で
、
ほ
か
の

臓
器
の
ガ
ン
が
肝
臓
に
転
移
し
た

転
移
性
肝
ガ
ン
と
は
区
別
し
て
い

ま
す
。

　

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ガ
ン
が
発
生
し

て
も
症
状
が
現
れ
に
く
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
昔
は
発
見
が
難
し
く

手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、
現
在
は
診

断
法
も
進
歩
し
、
超
音
波
検
査
、

C
T
ス
キ
ャ
ン
、
血
液
検
査
な
ど

で
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
超
音
波

検
査
は
痛
み
も
副
作
用
も
な
く
、

直
径
一
？
以
下
の
ガ
ン
の
発
見
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
が
大
切
で
す

　

四
十
歳
を
過
ぎ

れ
ば
だ
れ
も
が
ガ

ン
に
か
か
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
肝
臓
ガ
ン
は

あ
る
一
定
の
条
件

を
満
た
す
人
に
発

生
し
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

肝
臓
ガ
ン
は
正
常

な
肝
臓
に
は
発
生

し
に
く
く
、
慢
性

の
肝
臓
病
（
慢
性

肝
炎
、
肝
硬
変
）

を
基
盤
に
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

慢
性
の
肝
臓
病
は
B
型
、
C
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
主
な
原
因

と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
輸
血
や
母

子
感
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
以
前
に
手
術
な
ど
で
輸

血
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
や
、

両
親
、
兄
弟
に
肝
臓
病
の
あ
る
人

は
症
状
が
な
く
て
も
ぜ
ひ
一
度
、

医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ
う
お
勧

め
し
ま
す
。

　

い
く
ら
診
断
法
が
進
歩
し
て
も

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
ガ
ン
の
予

防
、
早
期
発
見
は
で
き
ま
せ
ん
。

面
倒
が
ら
ず
に
医
師
の
扉
を
た
た

い
て
く
だ
さ
い
・
：
命
の
た
め
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
医
師
）

皆さんの健康づくりを後押しします・保價センタづ豊65－7333）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
侭
寸
ス

清らかな川と海を守ろう

生活雑排水の汚れと量を

　　

少しでも減らす工夫を

　

清
ら
か
な
川
や
海
は
、
私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

し
か
し
最
近
、
一
部
の
川
が
エ
場
排
水
や
生
活
雑
排
水
な

ど
で
水
質
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
食
器
や
鍋
の
汚
れ
を
ふ

き
取
っ
て
か
ら
洗
っ
た
り
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
な
ど
に

使
っ
た
り
し
て
、
少
し
で
も
排
水
の
汚
れ
や
量
を
減
ら
す

エ
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
で
た

く
さ
ん
の
水
を
使
用
し
ま
す
。
そ

の
水
の
多
く
は
最
終
的
に
汚
水
と

な
っ
て
川
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、
汚
水
の
ま
ま
の
状
態
で

川
に
流
さ
れ
る
と
、
水
の
汚
濁
が

進
み
魚
も
住
め
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

浄
化
槽
を

正
し
く
使
い
ま
し
よ
う

　

最
近
、
当
市
の
町
部
で
は
家
庭

用
浄
化
槽
（
ト
イ
レ
の
排
水
処
理
）
、

村
部
で
は
集
落
排
水
（
台
所
…
ふ

ろ
・
ト
イ
レ
の
排
水
処
理
）
が
普

及
し
て
き
ま
し
た
。

　

浄
化
槽
は
、
水
中
の
微
生
物
の

働
き
を
利
用
し
て
汚
水
を
浄
化
す

る
も
の
で
す
。
微
生
物
が
力
い
っ

ぱ
い
働
き
、
き
れ
い
な
水
が
出
せ

る
よ
う
、
働
き
や
す
い
条
件
を
整

え
て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

換
気
扇
・
便
器
な
ど
の
清
掃
は

ぬ
る
ま
湯
で
し
て
く
だ
さ
い
。
塩

素
系
の
漂
白
剤
や
洗
剤
を
使
う
と
、

浄
化
槽
の
微
生
物
が
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。

　

水
洗
ト
イ
レ
の
タ
ン
ク
の
水
量

は
、
き
ち
ん
と
流
せ
る
量
を
設
計

し
て
い
ま
す
。
タ
ン
ク
の
中
に
物

を
入
れ
た
り
す
る
と
、
洗
浄
水
の

量
が
足
り
な
く
な
っ
て
浄
化
槽
の

微
生
物
が
困
り
ま
す
。

　

台
所
…
ふ
ろ
な
ど
の
排
水
た
め

ま
す
の
清
掃
は
早
め
に
し
ま
し
ょ

う
。
ゴ
ミ
が
た
ま
り
す
ぎ
る
と
効

果
が
な
く
な
り
、
夏
季
に
は
カ
ー

ハ
エ
の
発
生
や
悪
臭
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
一
工
夫

　

家
庭
の
生
活
雑
排
水
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
で
汚
れ
や
量
を
少

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

台
所
の
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し

は
流
し
台
か
ら
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
食
器
や
鍋
の
汚
れ
は
、
紙

な
ど
で
ふ
き
取
る
と
大
半
が
取
り

除
け
、
洗
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

米
の
と
ぎ
汁
を
花
木
の
ま
き
水
に

利
用
し
た
り
、
ふ
ろ
の
残
り
湯
を

洗
濯
や
掃
除
な
ど
に
使
っ
た
り
し

て
く
だ
さ
い
。
洗
い
物
は
、
な
る

べ
く
せ
っ
け
ん
を
使
い
、
表
示
で

適
量
を
確
認
し
て
、
計
量
カ
ッ
プ

で
量
っ
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
多

く
使
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
洗
浄

力
が
強
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

生
活
雑
排
水
の
汚
れ
は
、
各
家

庭
で
は
小
さ
な
量
で
す
が
、
川
な

ど
に
流
入
す
る
全
体
で
み
る
と
大

き
な
量
に
な
り
ま
す
。
各
家
庭
ご

と
に
汚
れ
を
少
な
く
す
る
工
夫
を

お
願
い
し
ま
す
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ・L66－育｜内線463（IUP）
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

交通マナーを守ってね！

ぐるーぷ登場 大野親岳会

山
歩
き
四
十
年
の
歴
史
を
誇
る

　

大
野
親
岳
会
は
、
市
制
発
足
と

ほ
ぼ
同
時
の
昭
和
二
十
九
年
六
月

に
山
仲
間
十
五
人
が
集
ま
っ
て
結

成
し
た
名
門
山
岳
会
で
す
。
今
年

は
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、
関
係

者
や
O
B
も
招
待
し
て
盛
大
に
パ

ー
テ
ィ
を
開
い
て
祝
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
は
約
五
十
人
。
二

十
歳
代
か
ら
九
十
歳
代
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
で
す
が
、
活
動
の
中

心
は
四
十
歳
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

若
い
会
員
を
増
や
し
、
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
の
が
当
面
の
課
題
と

い
う
こ
と
で
す
。
反
面
、
自
然
志

向
や
健
康
志
向
の
女
性
が
増
え
て

お
り
、
会
員
の
四
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

活
動
内
容
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
縦

走
登
山
か
ら
薮
こ
ぎ
登
山
・
ス
キ

ー
ま
で
、
会
員
の
好
み
に
よ
っ
て

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に
こ
な
し
ま
す
。

　

拠
点
は
、
本
町
の
親
岳
会
館
。

木
造
二
階
建
て
で
、
昭
和
四
ト
六

年
に
会
員
た
ち
が
手
づ
く
り
で
完

成
さ
せ
た
自
慢
の
施
設
で
す
。
毎

週
木
曜
の
夜
は
会
館
に
集
ま
り
、

山
行
の
報
告
や
計
画
、
情
報
交
換

な
ど
に
話
が
弾
み
ま
す
。

　

会
と
し
て
の
山
行
は
毎
月
二
回

程
度
で
、
県
内
の
山
々
を

は
じ
め
北
ア
ル
プ
ス
方
面

へ
も
遠
征
し
て
い
ま
す
。

人
気
の
飯
降
山
市
民
登
山

は
会
が
運
営
し
て
い
る
ほ

か
、
赤
兎
山
と
三
ノ
峰
に

あ
る
市
の
避
難
小
屋
の
清

掃
奉
仕
も
恒
例
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
は
年
間
の
テ
ー
マ

を
定
め
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
昨
年
ま
で
の
二
年
間

は
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
。

幻
の
荒
島
岳
風
穴
や
温
見

金
山
跡
な
ど
ロ
マ
ン
あ
ふ

れ
る
郷
土
の
自
然
を
探
索

し
ま
し
た
。
今
年
は
「
花

の
山
旅
」
と
し
て
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
な
ど
の
花
の
観
賞
期
間
を
選
ん

で
登
山
し
ま
し
た
。

　

会
長
の
松
田
柴
彦
さ
ん
（
本
町
）

は
「
登
山
に
は
天
候
の
急
変
な
ど

危
険
も
伴
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に

入
っ
て
、
正
し
い
知
識
と
経
験
か
に

積
む
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

U1S吻『

　

●
ヤングコこナ‾

チ
ヤ
ツ
プ
ス
公
演
に
向
け

一
丸
と
な
っ
て
猛
げ
い
こ

　

劇
団
チ
ャ
ッ
プ
ス
と
の
付
き

合
い
は
、
高
校
の
時
に
公
演
を

見
に
い
っ
て
か
ら
で
す
。
今
年

は
五
回
目
の
参
加
で
す
。
今
月

十
三
日
に
市
民
会
館
で
「
ア
リ

バ
バ
と
四
十
人
の
盗
賊
」
を
公

演
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
男
性

役
が
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
今

回
は
ア
リ
バ
バ
の
召
使
い
役
を

担
当
し
ま
す
。
発
表
を
目
前
に
控

え
、
み
ん
な
I
丸
と
な
っ
て
け
い

こ
し
て
い
ま
す
。

　

演
劇
は
役
者
だ
け
で
で
な
く
、

み
ん
な
で
つ
く
る
も
の
で
す
。
裏

方
の
小
道
具
係
や
照
明
係
な
ど
の

ス
タ
ッ
フ
と
お
互
い
に
助
け
合
い

協
力
し
合
っ
て
成
し
遂
げ
る
の
は
、

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん

帳
が
下
り
て
、
終
わ
っ
た
と
き
の

充
実
感
が
何
よ
り
の
魅
力
で
す
。

観
客
か
ら
「
良
か
っ
た
よ
」
の
声

が
聞
け
た
と
き
も
、
と
て
も
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。
チ
ャ
ッ
プ
ス
の

公
演
も
、
今
年
で
十
五
回
目
で
す
。

私
た
ち
の
劇
を
見
て
く
れ
た
子
供

た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
、
今
度
は

私
た
ち
と
一
緒
に
劇
に
参
加
し
て

く
れ
た
ら
す
て
き
で
す
ね
。

　

私
は
わ
り
と
好
奇
心
が
お
う
盛

で
、
自
主
映
画
の
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
歩
っ
歩
の
1
」
に
加

入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
「
ア
ッ
プ

ル
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
に
所
属
し
て

い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
こ
と
に
関

心
を
持
っ
て
、
積
極
的

に
行
動
す
る
と
楽
し
さ

が
見
え
て
き
ま
す
し
、

大
野
も
い
い
と
こ
ろ
だ

な
と
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
来
春
は
結
婚
し
ま

す
が
、
で
き
る
範
囲
で

演
劇
仲
間
と
は
か
か
わ

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

多田和代さん

　　　

（水落町）



私屯，ベノ・｀Cこ，そ

深
井
鉱
泉
の
早
期
再
開
発
を

Q

　

深
井
鉱
泉
は
鳩
ヶ

湯
と
と
も
に
長
い
歴

史
が
あ
り
、
私
た
ち

は
子
供
の
こ
ろ
か
ら
親
し
ん
で
き

ま
し
た
。
特
に
皮
膚
病
に
は
効
能

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
後
継
者
が
な
く
、
も

う
二
、
三
年
も
休
業
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
で
も
、
時
々
マ
イ

カ
ー
な
ど
で
訪
れ
な
が
ら
、
営
業

し
て
い
な
い
と
知
っ
て
が
っ
か
り

し
て
帰
る
人
を
見
か
け
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
大
野
市
に
と
っ
て

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

　

過
日
の
報
道
で
「
市
は
湯
の
谷

温
泉
の
開
発
を
断
念
」
と
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
提
案
で
す
。
こ
の

際
、
深
井
鉱
泉
を
公
共
で
再
開
発

し
、
国
民
宿
舎
や
保
養
施
設
と
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

国
道
一
五
八
号
バ
イ
パ
ス
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
は
便
利
で
す
し
、
奥

越
ふ
れ
あ
い
公
園
や
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
の
体
育
施
設
を
は
じ
め
、
飯

降
山
や
黒
谷
観
音
も
近
く
で
す
。

開
発
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

（
小
山
地
区
匿
名
希
望
）

A

　

ご
指
摘
の
と
お
り

深
井
鉱
泉
は
現
在
休

業
中
で
す
。
今
年
に

入
っ
て
も
当
課
に
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
観

光
客
や
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
も

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

当
市
に
温
泉
の
あ
る
本
格
的
保

養
施
設
を
整
備
し
た
い
と
、
か
ね

て
か
ら
計
画
調
査
し
て
き
ま
し
た

湯
の
谷
温
泉
開
発
は
、
揚
湯
址
が

減
少
し
た
た
め
泉
源
を
利
用
し
た

計
画
は
断
念
し
、
今
後
は
温
泉
開

発
に
つ
い
て
は
総
合
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

深
井
鉱
泉
に
つ
き
ま
し
て
も
、

関
係
者
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

ト
分
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
し
ば
ら
く
の
時
間
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

（
商
工
観
光
課
長
羽
生
悦
夫
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
●
年
齢
・
電
話

番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
。

紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
住
所
・

氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
番
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

雛邦翰
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
総
務
庁
長
官
表
彰

今
村
仙
之
助
之
（
7
4
歳
心
倫
町
）

　

今
村
さ
ん
は
交
通
指
導
員
と
し

て
、
子
供
た
ち
や
お
年
寄
り
を
交

通
事
故
か
ら
守
り
続
け
て
三
十
二

年
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
九

月
二
十
二
日
、
交
通
安
全
功
労
者

と
し
て
総
務
庁
長
官
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
村
さ
ん
は
、
県
内
最
古
参
の

交
通
指
導
員
で
す
。
同
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
た
昭
和
三
十
七
年
、
長

男
が
小
学
校
に
入
学
し
た
の
を
機

に
、
子
供
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う
と
指
導
員
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
、
車
も
少
な
く
交
通

事
故
も
あ
ま
り
起
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
車
が
増
え
る
と
と
も
に
事
故

も
急
増
し
て
き
ま
し
た
。
事
故
を

少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
街
頭
で

の
早
朝
指
導
や
飲
酒
運
転
追
放
パ

ト
ロ
ー
ル
、
自
転
車
教
室
な
ど
積

極
的
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

仕
事
は
す
で
に
引
退
さ
れ
ま
し

た
が
、
指
導
員
は
ま
だ
現
役
。
街

頭
指
導
は
一
言
で
分
か
り
や
す
く

を
信
念
に
し
て
い
ま
す
。
月
に
七
、

八
回
は
六
間
三
番
交
差
点
の
定
位

置
に
立
っ
て
、
登
下
校
の
子
供
た

ち
を
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
く
優
し
く
指

導
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
交
通
安
全
も
ス
ポ
ー
ツ
と
同

じ
で
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば

始
ま
り
ま
せ
ん
。
一
件
で
も
事
故

を
減
ら
す
た
め
、
指
導
員
は
体
が

続
く
限
り
頑
張
っ
て
務
め
ま
す
」

と
今
村
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

●
豪
雪
パ
ネ
ル
展

　

大
野
土
木
事
務
所
で
は
、
I
に

強
い
道
路
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
お
ぼ

え
て
い
ま
す
か
、
豪
雪
の
あ
の
‐
・

あ
の
と
き
・
あ
の
頃
」
と
題
し
て
、

パ
ネ
ル
艇
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
H
月
9
日
④
～
1
4
‐
⑥

会
場
リ
ブ
レ
3
階

内
容
▼
回
顧
、
3
8
年
・
5
6
年
・

　

5
9
年
豪
雪
の
猛
威
▼
車
社
会
の

　

一
断
面
▼
市
民
生
活
の
確
保
を

　

め
ざ
し
て
▼
雪
の
中
で
の
ポ
エ

　

ト
リ
ー
（
詩
）

問
合
せ
先
大
野
土
木
事
務
所

　
　

（
豊
6
6
・
1
2
2
1
）
ま
で

●
大
野
市
民
吹
奏
楽
団

　
　
　
　

定
期
演
奏
会

　

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ク

ラ
ッ
シ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
ス
テ

ー
ジ
で
す
。

日
時
1
1
H
月
1
9
日
①
開
場
＝
午

　

後
6
時
3
0
分
開
演
＝
7
時

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
前
売
り
5
0
0
円
当

　

日
6
0
0
円

※
前
売
り
券
は
、
芦
原
楽
器
店
・

　

水
L
楽
器
店
・
リ
ブ
レ
（
1
階

　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
3
階

　

ア
オ
ソ
ラ
）



真
名
川
河
川
敷
の
不
法
投
棄
ゴ
ミ
を
一
掃

　

県
と
地
元
住
民
、
大
野
青
年
会
議
所
ら
が
参
加
し
て
9
月
2
5
日
、
真
名
川
の

佐
開
橋
と
八
千
代
橋
の
下
流
左
岸
の
2
ヵ
所
で
、
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の
一
掃
作
戦

　

「
ア
モ
ー
レ
真
名
川
9
4
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
・
生
い
茂
っ
た
草
の
陰
か
ら
次
々

と
出
て
く
る
自
転
車
や
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
粗
大
ゴ
ミ
に
、
参
加
者
も
あ

き
れ
顔
。
一
日
の
作
業
で
ト
ラ
ッ
ク
約
8
台
分
を
回
収
し
ま
し
た
。

落語の魅力をたっぷりと

「桂枝雀」独演会

　

市
制
4
0
周
年
記
念
・
か
ん
ぽ
健
康

増
進
事
業
の
桂
枝
雀
独
演
会
が
9
月

2
3
日
、
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
市
で
の
本
格
的
な
落
語
は
久
し
ぶ

り
と
あ
っ
て
、
約
4
0
0
人
の
市
民

が
訪
れ
ま
し
た
。
お
目
当
て
の
桂
枝

雀
を
は
じ
め
、
桂
九
雀
、
桂
む
雀
の

3
人
が
登
場
。
身
ぶ
り
・
手
ぶ
り
を

交
え
た
軽
妙
な
語
り
に
会
場
は
笑
い

の
渦
と
な
り
、
落
語
の
魅
力
を
た
っ

ぷ
り
と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

いつまでもお元気で

老人世帯に給食サービス

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
9
月
2
7
日
、

ふ
れ
あ
い
と
安
否
確
認
を
目
的
に
こ

人
暮
ら
し
の
老
人
世
帯
に
初
め
て
、

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

各
地
区
の
福
祉
委
員
が
、
小
学
生
た

ち
の
励
ま
し
の
言
葉
や
絵
が
添
え
ら

れ
た
弁
当
を
、
1
1
8
世
帯
、
2
1

3
人
に
届
け
ま
し
た
。
弁
当
を
受
け

取
っ
た
お
年
寄
り
た
ち
は
、
子
供
た

ち
か
ら
の
長
寿
を
願
う
励
ま
し
の
絵

に
大
喜
び
で
し
た
。

交通安全の願いを込めて

上庄小学校で人文字作戦

（大野警察署提供）

　

秋の交通安全運動が始まった9月21

日、上庄小学校グラウンドで「マナー

日本一上庄」の人文字が見事に描かれ

ました。交通安全を呼びかける人文字

づくりには、上庄地区の子供からお年

寄りまで約850人が参加。会場には

県警ヘリコプター「くずりゅう」が飛

来し、土空から人文字を撮影しました。

県内の伝統芸能が競演した

県市町村文協選抜芸能祭

　

10月2日、市民会館で第5回福井県

市町村文協選抜芸能祭が開催されまし

た。この芸能祭は、地域文化の振興を

目的に毎年、市町村文化協議会が持ち

回りで開催しているものです。県下17

市町村から19団体が参加し、郷土芸能

をはじめ日本舞踊・邦楽などで日ごろ

培ったレベルの高い芸能文化を披露し

ました。（丸岡町の舟寄踊）

S弓（恥瞳湯

秘書広報課広報広聴係容66－1111



包温（恥包湯

高原の秋を満喫した

六呂師高原すすき祭り

　

ススキがなびく六llべ師高原で10月2

日、すすき祭りが開かれ、家族連れや

行楽客でにぎわいました。市内に在住

する外国人の母国の紹介や民族音楽の

披露、クレーン車に乗って空から市街

地の展望など、多彩なイベントに子供

たちも大喜び。新鮮な野菜や特産品の

即売コーナーには、主婦たちが殺到し

ていました。

身近な話題をお知らせください。

宇宙は素晴らしい

国立天文台の渡部氏が講演

　

国立天文台広報普及室長の渡部潤一

氏を招いて特別講演会が10月8日、職

業訓練センターで開かれました。太陽

系と宇宙、そして今年7月に起きたシュー

メーカー・レビー第9彗星の木星激突

の様子が、ビデオなどを使って立体的

に講演されました。参加嗇は宇宙の素

晴らしさに触れ、楽しい時間を過ごし

ました。

華
や
か
に
開
か
れ
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア
お
お
の
9
4

　

大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
主
催
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア
9
4
が
1
0
月
8
・
9

日
の
2
日
間
、
有
終
会
館
で
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
最
新

デ
ザ
イ
ン
の
繊
維
製
品
の
展
示
や
即
売
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
女
性
客
が
詰
め
か

け
ま
し
た
。
2
‐
口
は
、
プ
ロ
の
モ
デ
ル
や
ミ
7
お
お
の
、
2
1
人
の
市
民
モ
ニ

タ
ー
が
参
加
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

美濃街道うまいもの横丁

ふるさとの味がずらり

　

1
0
月
8
・
9
日
の
2
日
間
、
横
町

通
り
で
「
行
っ
て
こ
さ
美
濃
街
道
う

ま
い
も
の
横
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
鳥
町
・
郡
L
八
幡
町
・
和
泉
村
の

特
産
品
や
山
菜
の
煮
物
、
サ
ト
イ
モ

の
煮
っ
こ
ろ
が
し
な
ど
の
ふ
る
さ
と

の
味
が
ず
ら
り
。
大
勢
の
市
民
や
観

光
客
が
訪
れ
、
昔
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
昧
を
楽
し
み
、
両
f
い
っ
ぱ
い

に
、
お
み
や
げ
を
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。

ふれあいの輪を広げた

　

ふくい県民長寿祭

　

市
制
4
0
周
年
事
業
・
第
7
川
ふ
く

い
県
民
長
が
祭
が
1
0
川
1
3
・
1
4
‐
の

2
‐
間
、
有
終
会
館
を
メ
ー
ン
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
心
豊
か
な
長

が
社
会
を
考
え
よ
う
と
、
講
演
や
挺

生
き
健
康
食
コ
ー
ナ
ー
、
ふ
れ
あ
い

ダ
ン
ス
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
県
ド
市
町
村
か
ら

お
年
寄
り
が
参
加
し
、
お
互
い
の
長

与
を
願
い
な
が
ら
ふ
れ
あ
い
の
輪
を

広
げ
て
い
ま
し
た
。



お
知
ら
せ

11月

●
1
1
月
9
日
は

　
　

「
1
1
9
番
の
日
L
で
す

　

火
災
や
救
急
な
ど
で
「
1
1
9
番
」

通
報
す
る
と
き
は
、
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
火
災
、
救
急
の
区
別
最
初
に

　
　

「
火
事
で
す
」
「
救
急
で
す
」

　

と
は
っ
き
り
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
を
正
し
く
場
所
は
目
印

　

に
な
る
も
の
を
言
う
と
分
か
り

　

や
す
い
で
す
。
正
し
く
詳
し
く

　

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
状
況
を
正
確
に
火
災
や
事
故

　

の
状
況
は
、
正
確
に
分
か
り
や

　

す
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
（
何

　

が
燃
え
て
い
る
の
か
。
交
通
事

　

故
な
の
か
、
急
病
な
の
か
）

▼
通
報
者
名
も
最
後
に
通
報
し

　

た
人
の
氏
名
や
電
話
番
号
も
知

　

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

豊
6
5
・
0
0
0
0
0
1
0
1

●
世
界
体
操
鯖
江
大
会

　

開
会
式
入
場
券
予
約

開
会
式
平
成
7
年
1
0
月
1
日
面

　

午
後
5
時
～

会
場
サ
ン
ド
ー
ム
福
井

前
売
料
金
S
席
8
0
0
0
円

　

A
席
6
0
0
0
円
B
席
4
0

　

0
0
円

申
込
方
法
1
1
1
1
月
3
0
日
⑥
（
消
印

　

有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

　

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　

番
号
・
希
望
の
席
（
S
・
A
・

　

B
席
）
と
枚
数
（
は
が
き
1
枚

　

に
つ
き
1
種
類
、
2
枚
ま
で
）
・

　

購
入
方
法
な
ど
を
記
入
し
、
〒

　

9
1
6
鯖
江
市
西
山
町
1
3
－
1

　

世
界
体
操
競
技
選
手
権
鯖
江
大

　

会
組
織
委
員
会
入
場
券
係
へ
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
合
せ
先
世
界
体
操
鯖
江
大
会

　

組
織
委
員
会
（
鯖
江
市
役
所
内

　

a
0
7
7
（
χ
）
・
5
3
・
i
－
H
C
V
I
C
O
－
＾
）

　

ま
で

●
世
界
体
操
鯖
江
大
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

活
動
期
間
平
成
7
年
9
月
2
0
日

　

～
1
0
月
‥
1
1
1
1
一
日

活
動
時
間
原
則
と
し
て
2
交
代

　

前
半
＝
午
前
8
時
～
午
後
3
時

　

後
半
＝
午
後
3
時
～
午
後
1
0
時

活
動
条
件
①
ユ
ニ
ホ
ー
ム
と
し

　

て
ト
レ
ー
ナ
ー
を
支
給
②
セ
ク

　

シ
ョ
ン
別
研
修
に
参
加
③
年
齢
・

　

性
別
は
問
わ
な
い

業
務
内
容
①
入
場
券
な
ど
の
販

　

売
②
場
内
・
場
外
清
掃
③
窓
口

　

案
内
④
施
設
の
通
門
チ
ェ
ッ
ク

　

⑤
入
場
券
の
改
札
な
ど

応
募
資
格
積
極
的
に
活
動
し
て

　

い
た
だ
け
る
健
康
な
人
で
、
原

　

則
と
し
て
連
続
5
日
間
以
土
活

　

動
で
き
る
人

募
集
人
員
約
8
0
0
人

募
集
締
切
平
成
6
年
1
9
一
月
末

応
募
・
問
合
せ
先
世
界
体
操
鯖

　

江
大
会
組
織
委
員
会
企
画
広
報

　

課
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
（
〒

　

9
1
2
鯖
江
市
西
山
町
1
3
1
1

　

鯖
江
市
役
所
内
容
0
7
7
8
・

　

5
1
・
2
2
0
0
）
ま
で

●
四
級
小
型
船
舶
操
縦
士

▼
操
縦
士
国
家
試
験

日
時
講
習
＝
い
1
1
一
月
2
0
日
⑨
午
前

　

9
時
～
学
科
試
験
＝
一
1
1
1
1
一
月
2
9

　

日
収
午
前
9
時
1
5
分
～

会
場
市
民
会
館

対
象
満
1
6
歳
以
上
の
人

参
加
費
5
万
5
0
0
0
円
。
ほ

　

か
に
実
技
試
験
手
数
料
1
万
6

　

1
0
0
円
、
免
許
申
請
料
金
7

　

4
0
0
円
か
必
要

▼
海
技
免
状
の
更
新
講
習

日
時
1
1
1
1
一
月
2
9
日
収
午
後
2
時
～

会
場
市
民
会
館

対
象
免
状
の
有
効
起
算
日
か
ら

　

4
年
経
過
し
5
年
以
内
の
人

参
加
費
受
講
料
3
1
0
0
円
。

　

ほ
か
に
身
体
検
査
料
7
2
0
円
、

　

印
紙
代
1
4
0
0
円
、
更
新
申

　

請
手
数
料
5
7
8
0
円
か
必
要

※
詳
し
く
は
、
嶋
田
海
事
事
務
所

　
　

（
豊
0
7
7
r
o
・
2
3
・
O
r
｛
J
4

　

1
｝
ま
で

●
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

不
況
対
策
特
別
資
金

　

不
況
対
策
特
別
資
金
は
、
近
年

の
不
況
に
よ
る
売
り
上
げ
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、
経
営
に
支
障
を
生

じ
て
い
る
中
小
企
業
者
の
経
営
の

安
定
と
振
興
を
図
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

融
資
条
件
と
し
て
は
、
最
近
5

ヵ
月
以
内
で
連
続
す
る
3
ヵ
月
以

上
の
売
り
上
げ
高
が
、
前
年
と
比

較
し
て
1
0
％
以
上
減
額
と
な
る
中

小
企
業
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

融
資
限
度
額
は
、
1
0
0
0
万

円
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
商
工
会

　

議
所
（
元
町
1
9
一
犬
1
1
酋
6
6
・

　

1
2
3
0
）
・
大
野
織
物
組
合

　
　

（
元
町
1
1
1
容
6
6
・
4
5

　

0
0
）
・
大
野
撚
糸
組
合
（
右

　

近
次
郎
3
3
－
1
5
豊
6
5
・
5
8

　

9
0
）
ま
で

交通
安全

４
r

二
輪
車
の
特
性
を
理
解
し

　
　

安
全
運
転
を
し
よ
う

　

二
輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
で
、

一
番
多
い
の
は
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
に
よ
る
単
独
事
故
で
す
。

　

二
輪
車
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩

す
と
転
倒
し
や
す
く
、
転
倒
し

た
場
合
は
負
傷
の
程
度
も
大
き

く
な
り
ま
す
。
特
に
、
頭
部
を

保
護
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
大
変

重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

品
質
保
障
マ
ー
ク
の
あ
る
物
を

使
用
し
、
あ
ご
ひ
も
を
し
っ
か

り
締
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
輪
車
の
特
性
を
理

解
し
て
、
安
全
に
利
用
し
て
い

く
た
め
に
特
に
次
の
点
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

①
遠
方
や
左
右
方
向
な
ど
視
野

　

を
意
識
的
に
広
く
と
る
。

①
四
輪
車
の
死
角
に
入
ら
な
い

　

よ
う
に
す
る
。

①
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
確
実
に

　

減
速
す
る
。

④
右
折
車
の
陰
か
ら
次
の
車
が

　

来
る
こ
と
を
予
測
す
る
。

④
昼
間
点
灯
や
ウ
ェ
ア
な
ど
で

　

目
立
つ
工
夫
を
す
る
。

　

油
断
大
敵
。
常
に
自
分
か
ら

積
極
的
に
危
険
を
回
避
す
る
よ

う
に
し
て
、
交
通
事
故
防
止
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。



・INFORMATION

●
福
井
時
短

　

1
8
0
0
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
1
1
1
1
一
月
1
4
日
⑥
午
後
1
時

　

3
0
分
～
4
時
3
0
分

会
場
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ

　
　

（
福
井
市
田
原
1
1
1
3
－
6
）

内
容
▼
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト

　

氏
講
演
（
面
白
大
国
ニ
ッ
ポ
ン
）

　

▼
労
働
時
間
短
縮
好
事
例
団
体

　

・
企
業
表
彰
▼
ゆ
と
り
創
造
イ

　

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
テ

　

ス
ト
表
彰

入
場
料
無
料

問
合
せ
先
県
商
工
労
働
部
労
政

　

技
能
課
企
画
教
育
係
（
豊
0
7

　

7
t
o
・
2
1
・
1
1
1
1
）
4
ぷ
で

●
青
少
年
の

　
　
　

冬
休
み
体
験
研
修

▼
ア
メ
リ
カ
ン
ラ
イ
フ
・
m
沖
縄

日
程
1
2
月
2
4
日
①
～
1
月
1
日

　

⑥
（
9
日
間
）

対
象
小
学
4
年
～
中
学
3
年

定
員
7
0
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

参
加
費
小
学
生
8
万
1
0
0
0

円
中
学
生
9
万
6
0
0
0
円

締
切
1
1
月
2
4
日
④

▼
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
野
外
活
動

日
時
1
2
月
2
5
日
口
～
1
月
5
日

　

④
（
C
S
I
日
間
）

対
象
小
学
5
年
～
高
校
2
年

定
員
2
0
人
（
書
類
選
考
あ
り
）

参
加
費
2
8
万
5
0
0
0
円

締
切
‥
1
1
1
1
一
月
2
1
日
⑥

問
合
せ
．
申
込
先
国
際
青
少
年

　

研
修
協
会
（
〒
1
6
0
新
宿
区

　

四
谷
2
1
‥
H
大
村
ビ
ル
3
階

　

容
0
3
・
3
3
5
9
●
8
4
2
1
）

・
県
の
最
低
賃
金

　
　

日
額
4
6
0
9
円
に

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
は
、
平
成
6
年
1
0
月
1
日
か
ら

日
額
4
6
0
9
円
（
時
間
給
額
5

7
7
円
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
使
用
者
は
、
雇
用
す
る

す
べ
て
の
労
働
者
に
対
し
て
、
最

低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
賃
金
に

は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、

家
族
手
当
、
時
間
外
労
働
賃
金
な

ど
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
県
の

最
低
賃
金
と
は
別
に
決
め
ら
れ
て

い
る
特
定
の
産
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
野
労
働
基
準
監

督
署
（
豊
6
6
・
3
8
3
8
）
ま
た

は
福
井
労
働
基
準
局
（
S
0
7
7

6
・
9
9
●
2
6
5
5
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
サ
ー
ビ
ス
業

　

基
本
調
査
に
ご
協
カ
を

　

総
務
庁
で
は
i
－
H
月
1
日
現
在

で
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
統
計
法

に
基
づ
く
指
定
統
計
調
査
と
し
て

行
う
も
の
で
。
サ
ー
ビ
ス
業
事
業

所
の
従
業
者
数
、
事
業
収
入
金
額

な
ど
の
基
本
的
な
項
目
に
つ
い
て
、

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
調
査
票
は
、
統
計
上
の

目
的
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
課
税
な

ど
の
ほ
か
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

1
0
月
下
旬
か
ら
調
査
貝
が
事
業

所
を
訪
問
し
て
調
査
票
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
市
企
画
開
発
課
情
報

　

統
計
電
算
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
3
7
）
ま
で

●
図
書
館
開
館

　
　
　

1
0
周
年
記
念
事
業

日
時
1
－
H
月
2
7
日
⑨
読
書
会
＝

　

午
前
9
時
3
0
分
～
1
2
時
講
演

　

会
＝
午
後
1
時
1
5
分
～
3
時

会
場
市
図
書
館
2
階

内
容
読
書
会
＝
テ
キ
ス
ト
「
車

　

掌
の
本
分
」
か
ん
べ
む
さ
し
著

　

講
演
会
＝
演
題
「
私
の
絵
の
あ

　

ゆ
み
」
清
水
耕
蔵
氏
（
当
市
出

　

身
の
絵
本
作
家
）

参
加
費
ど
ち
ら
も
無
料
で
す
。

　

読
書
会
に
参
加
希
望
の
人
は
、

‥
1
1
月
2
0
日
⑨
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い

問
合
せ
先
市
図
書
館
（
豊
6
5
・

　

5
5
0
0
）
ま
で

●
1
1
月
1
1
日
か
ら
は

　
　
　

「
税
を
知
る
週
間
」

　

税
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

活
動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。
国
税
庁
で
は
i
－
H
月
‥
1
1
1
1
一
日
か

ら
1
7
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」

と
し
て
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

◆
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
1
1
1
1
H
月
5
日
①
午
前
1
0
時

会
場
有
終
会
館

　
　

（
産
業
フ
ェ
ア
会
場
）

◆
税
に
関
す
る
作
品
展
示

期
間
i
－
H
月
一
1
1
1
1
一
日
②
～
1
7
日
④

会
場
リ
ブ
レ

問
合
せ
先
大
野
税
務
署
（
豊
6
6

　

・
2
1
8
0
J
ま
で

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら

　

税
務
課
へ
ご
連
絡
を

　

土
地
。
建
物
に
か
か
る
固
定

資
産
税
は
、
所
有
者
の
申
告
や

市
の
評
価
委
員
な
ど
に
よ
る
現

地
調
査
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

建
物
の
取
り
壊
し
や
新
・
増

築
を
さ
れ
ま
し
た
ら
、
必
ず
市

の
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
市
税
務
課
資
産
税
係

　
　

（
公
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

2
5
）
ま
で

中小企業労働時間短縮促進特別奨励金

　

平成6年4月1［］から週40時問

労働制を実施することなどを内容

とする改正労働基準法が成立しま

したが、中小企業を中心とする一

定の規模・業種の事業所について

は、平成9年3月31日までの間、

週40時間労働制の適用が猶予され

ることとなっています。

　

労働時間短縮に努力する中小企

業事業主の人々を支援するために、

中小企業労働時間短縮促進特別奨

励金制度があります。ご活用くだ

さい。

◆助成の対象①週40時間労働制

を実施するための計画を有して

いること②労働時間短縮のため

に300万円以上の省力化投資

を行うこと③新たに1人以上の

労働者を雇い入れること

◆支給額短縮した労働時間・常

　

時雇用する労働者数により、支

　

給額が異なります

　

詳しくは、労働時間短縮支援セ

ンター福井県支部（福井県労働基

準協会内容0776・25・386

7）または大野労働基準監督署

　

（豊66・3838）までお問い合

わせください。
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図
鬼
貫
の
句
碑

　

市
図
書
館
と
隣
り
合
わ
せ
の
有
終
公
園
の

奥
ま
っ
た
所
に
、
上
島
鬼
貫
の
「
夏
菊
に
馴

染
み
初
め
た
る
大
野
か
な
」
と
い
う
句
碑
が

あ
り
ま
す
。
新
墾
俳
句
会
の
世
話
を
長
く
さ

れ
た
高
瀬
定
氏
（
故
人
）
の
師
匠
が
、
伊
丹

市
教
育
委
員
長
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭

和
六
十
三
年
十
月
に
鬼
貫
翁
二
百
五
十
回
忌

を
記
念
し
て
、
伊
丹
市
と
大
野
市
に
句
碑
が

で
き
ま
し
た
。
初
め
こ
の
計
画
を
聞
い
た
上

本
嘉
伝
氏
は
深
く
感
動
さ
れ
、
大
事
に
し
て

い
た
菊
花
石
を
譲
り
、
工
事
も
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
会
長
だ
っ

た
山
形
甚
吉
氏
や
文
協
の
尽
力
で
実
現
し
、

完
成
を
祝
っ
た
句
会
に
は
伊
丹
市
か
ら
も
四

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

鬼
貫
は
江
戸
中
期
の
人
で
、
俳
句
の
ほ
か

に
導
引
と
い
う
医
術
に
も
優
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
、
二
代
口
藩
主
土
井
甲
斐
守
に
仕
え

た
こ
と
が
あ
り
「
行
水
の
捨
て
ど
こ
ろ
な
く

虫
の
声
」
「
衣
う
つ
京
へ
は
遠
き
寝
覚
め
か

な
」
な
ど
の
名
句
は
、
彼
の
自
叙
伝
「
仏
兄

七
久
留
万
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
墾
会
（
島
江
草
会
長
）
は
現
在
二
十
人

の
会
員
で
、
月
一
回
、
大
野
公
民
館
で
例
会

を
開
き
、
毎
年
九
月
に
は
鬼
貫
忌
を
行
っ
て

い
ま
す
。
市
内
に
は
、
亀
山
句
会
や
荒
島
句

会
も
あ
り
、
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
文
化

祭
で
は
俳
句
が
短
冊
に
飾
ら
れ
、
昨
年
か
ら

は
ワ
ー
プ
ロ
の
プ
リ
ン
ト
も
準
備
さ
れ
て
好

評
で
す
。
総
合
文
化
祭
に
は
展
示
部
門
と
芸

能
部
門
が
あ
り
ま
す
が
、
武
生
市
な
ど
の
よ

う
に
文
学
部
門
も
新
設
し
て
、
俳
句
や
短
歌
・

小
説
随
筆
な
ど
を
発
表
す
る
窓
日
が
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
と
、
公
園
の
ベ
ン
チ
に
腰
掛

け
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

市民のうごき
10月1日現在 前月比

世帯数 11，347世帯 3世帯

人目 41．762人 △3人

内訳 男 19，942人 1人

女 21．820人 △4人

9月中の異動
転人 48人 出生 30人

転出 54人 死亡 27人

市内の交通事故状況（・uカベJI，）

件数内訳
平成6年　
9月末

平成5年　
9月末 増減

総件激 413件 382件 31件

人身

事故

件数 124件 93件 31件

死者 1人 4人 △3人

傷者 161人 133人 28人

物損事故 289件 289件 0件

表
紙
の
こ
と
ば

　

1
0
月
9
日
、
駅
東
公
園
を
ス

タ
ー
ト
ー
ゴ
ー
ル
に
6
6
チ
ー
ム
。

2
8
5
人
が
参
加
し
て
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
5
つ
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
探
し
な
ど
に
挑
戦
し
、

順
位
を
競
い
ま
し
た
。
空
き
缶

積
み
で
は
、
缶
が
倒
れ
な
い
よ

う
に
見
つ
め
て
い
る
子
供
の
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

編
集
後
記

　

九
州
や
四
国
な
ど
で
は
水
不

足
、
北
海
道
や
東
北
で
は
地
震
。

当
市
に
も
真
夏
に
ひ
ょ
う
が
降

つ
て
、
一
部
の
農
作
物
に
被
害

を
与
え
ま
し
た
。
災
害
は
、
忘

れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
言

い
ま
す
。
不
意
の
災
害
に
備
え

て
、
避
難
経
路
の
確
認
や
非
常

用
持
ち
出
し
袋
な
ど
の
点
検
を
、

も
う
一
度
。

厘1見鶏

　

「
鬼
平
犯
科
帳
」
と

い
う
と
、
池
波
正
太
郎

と
す
ぐ
さ
ま
名
前
が
出

る
ほ
ど
大
好
き
な
作
家

で
あ
る
。
池
波
さ
ん
は

食
べ
る
こ
と
に
大
い
に

こ
だ
わ
り
続
け
た
異
色
の
人
で
、
食
に
関
す
る

随
筆
な
ど
も
数
多
く
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た

　

「
今
を
楽
し
む
」
と
い
う
こ
と
に
か
け
て
は
名

人
と
も
言
わ
れ
、
旅
の
先
々
で
の
思
い
出
や
風

景
を
ス
ケ
ッ
チ
に
描
い
て
大
切
に
残
さ
れ
て
き

た
そ
う
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
い
つ
ま
で
も
健
康
で

若
々
し
く
、
新
し
い
楽
し
み
を
ど
ん
ど
ん
広
げ

て
い
か
れ
た
の
だ
ろ
う
？
中
国
の
農
民
の
姿
と

変
わ
り
ゆ
く
中
国
を
描
い
た
大
作
『
大
地
』
で
、

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
パ
ー
ル
バ
ッ
ク

女
史
が
京
都
を
訪
れ
た
時
、
清
水
寺
の
貫
主
だ
っ

た
大
西
良
慶
和
尚
に
「
あ
な
た
は
長
い
人
生
の

中
で
い
く
つ
の
時
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
か
」

と
尋
ね
た
そ
う
で
あ
る
。
貫
主
は
即
座
に
「
あ

な
た
の
今
の
年
代
六
十
代
か
ら
七
ト
代
の
時
で

し
た
」
と
答
え
た
そ
う
で
あ
る
。
質
問
の
相
手

が
パ
ー
ル
バ
ッ
ク
女
史
で
な
か
っ
た
ら
、
そ
の

年
代
も
当
然
変
え
た
こ
と
だ
ろ
う
？
人
生
に
は

特
別
楽
し
い
時
期
と
か
、
楽
し
く
な
い
時
期
が

あ
る
わ
け
で
な
く
、
い
つ
も
「
今
が
一
番
」

　

「
今
が
最
高
」
と
考
え
て
生
き
て
こ
ら
れ
た
貫

主
な
ら
で
は
の
回
答
で
あ
る
？
二
十
一
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
で
は
、
高
齢
化
社
会
は
い
や
応
な
く
や
っ

て
く
る
。
こ
う
し
た
社
会
に
対
し
て
、
特
別
な

老
人
ホ
ー
ム
施
設
も
大
切
だ
が
財
政
措
置
の
面

だ
け
で
な
く
、
そ
う
い
う
社
会
に
生
き
る
人
々

の
考
え
方
の
質
的
転
換
こ
そ
、
今
最
も
大
切
で

は
な
か
ろ
う
か
と
時
に
ふ
れ
、
し
み
じ
み
思
う

こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
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